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第1四半期決算 

 純利益 前期比40％増の5.8億円 

日本伸銅 

日本伸銅株式会社（森山悦郎社長）はこのほど、

2022年度第1四半期決算を発表した。販売数量は6,628

トンで前年同期比0.6％の減少。銅相場が前年同期に

比べ高水準だったことから売上高は76億82百万円、同

23.3％増加となったが、営業利益は5億72百万円で同

22.5％減少する一方、銅相場リスクヘッジデリバティ

ブ利益が47百万円、デリバティブ評価益が2億23百万

円発生。経常利益は8億51百万円、同38.8％増、純利

益は5億83百万円、同39.7％の増加となった。 

銅の相場価格の高水準や販売量の堅調などから、売

上高、営業利益、経常利益、当期純利益が前回予想を

上回る見込みとなったため、通期の業績予想を上方修

正。売上高を27,000百万円（前回発表26,000百万円の

3.8％増）、営業利益は1,300百万円（同1,100百万円

の18.2％増）、経常利益は1,600百万円（同1,100百万

円の45.5％増）、純利益は1,100百万円（同800百万円

の66.7％増）とした。 

部門別では、主力伸銅品は、販売数量6,444トンで

同0.1％減、売上高は67億90百万円、同26.3％の増加

と な っ た。伸 銅 加 工 品 は 売 上 高 が3億9百 万 円、同

4.2％増。その他金属材料は伸銅品原材料の転売が主

で、売上高は5億82百万円、同4.7％増となった。 

携帯電話国内出荷 2022年度6月 

   スマホは初めて9割超え 

ＪＥＩＴＡ 

一般社団法人電子情報技術産業協会（時田隆仁会

長）はこのほど、2022年6月の携帯電話国内出荷実績

を 発 表 し た。台 数 は1,418千 台、前 年 同 月 比 は

93.6％。2021年度全体（4月～22年3月）の前年度比

98.4％に比べ、4.8ポイント下回っている。 

コ ロ ナ 禍 前2018年6月 の1,358千 台 を 超 え た が、

2019年6月の1,440千台には届いていない。 

6月実績のうちスマートフォンは1,280千台、同比

104.7％。夏モデルの出荷が堅調なことから2か月ぶり

にプラスとなった。スマートフォンへの買い替えが進

んだことで、単月のスマートフォン比率は90.2％とな

り、初めて9割を超えた。 

 携帯電話国内出荷実績（単位：千台、％） 

スマートフォン比率（上） 

と携帯電話国内出荷実績月次推移（下） 
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 第1四半期決算 

経常利益 前年比32%ダウン 

        純利益は42％増 

三菱マテリアル 

三菱マテリアル株式会社（小野直樹社長）はこのほ

ど、2022年度第1四半期連結決算を発表した。円安に

加え半導体や自動車関連需要が底堅く推移した一方、

パラジウム価格の下落やエネルギー価格の上昇などが

影響。売上高は4,226億28百万円、前年同期比1.2％

減、営業利益は139億24百万円、同6.3％減。経常利益

は170億95百万円、同32.0％減となったが、持分変動

利益110億７百万円を特別計上し、純利益は241億35

百万円、同42.7％増となった。 

23年3月期の業績予想では、連結営業利益が当初予

想より90億円上振れの450億円、前期比14・6％減、

また連結経常利益はＵＢＥ三菱セメント持分法投資損

益の悪化などから40億円下振れの320億円、同57・

9％減と見込んだ。 

高機能製品の銅加工品は、エネルギーコストの増加

などがあったものの、円安の影響などにより増収増

益。電子材料も、半導体関連製品の販売が増加したこと

などにより増収増益。経常利益は、営業利益が増加した

もののデリバティブ評価益の減少などから減少した。 

加工事業の超硬製品は、中国都市封鎖の影響により

販売が減少したものの、国内や北米地域を中心に販売

が増加したことから増収増益。前年同期に比べ、売上

高、営業利益と経常利益も増加した。 

銅地金は、生産量が前年同期に比べ増加したもの

の、エネルギーコスト増などにより増収減益。金とそ

の他金属は、金の販売量が前年同期に比べ増加したも

のの、パラジウム価格が下落したことなどから増収減

益。前年同期に比べ、事業売上高は増加したものの営

業利益は減少し、経常利益は受取配当金が減少したこ

ともあり減少した。 

環境・エネルギー事業は、エネルギー関連が原子力

関連販売の増加により増収増益。環境リサイクルは、

有価物の売却単価が上昇したことにより増収増益。事

業全体では、株式会社ダイヤコンサルタントが2021年

に連結から外れたことなどから、前年同期に比べ売上

高は減少し営業利益は増加。経常利益は持分法による

投資利益が増加したこともあり増加した。 

第1四半期決算 

 前年比増収 コスト高響き減益 

東邦亜鉛 

東邦亜鉛株式会社（丸崎公康社長）はこのほど、

2022年度第1四半期連結決算を発表した。金属相場高

や円安などの一方、エネルギーコストや諸資材の高騰

などから、売上高は33,277百万円、前年同期比16.5％

増となったが、営業利益は3,209百万円、同7.2％減、

経常利益は3,091百万円、同10.9％減。純利益は2,616

百万円、同11.3％の減益となった。 

売上高は、主力の鉛・亜鉛の減販はあったものの、

金属相場高と円安により同比増収。損益は、粗鉱品位

改善や金属相場高により資源事業が増益となったが、

製錬事業はコスト高と相場下落による期末低価法評価

損で減益となった。 

製錬事業部門は、亜鉛LME相場が4月の高値以降下

落に転じて減販になったものの、相場高と円安により

30%の増収。鉛も減販となったが、売上高は11%の増

収。銀は増販により24%の増収。硫酸など他製品を合

わせた部門業績は増収となったものの、加工費の悪化

と低価法評価損計上により減益となった。 

環境・リサイクル事業部門は、主力製品の酸化亜鉛

（主用途はタイヤ製造原料）が国内自動車産業の影響

を受け減販となったものの、亜鉛価格の上昇もあり部

門業績は増収増益。 

資源事業部門は、精鉱船積のタイミングで減収と

なったが、粗鉱品位改善による製造コスト減、相場

高、豪ドル安などにより増益に転じた。 

電子部材・機能材料事業部門では、電子部品が車

載・産業機器・OA機器の主要3部とも販売が堅調に推

移し、これに円安・値上げも加わり20％の増収。電解

鉄は、昨年より回復傾向にあった米国航空機用特殊鋼

向けが需給調整局面で減販となったものの、国内特殊

鋼向けが好調で5%の増収。プレーティング事業・機

器部品事業を合わせた部門業績は増収増益となった。 
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2022年8月7日、Gustavo Petro大統領が就任した。

同大統領は選挙期間中、採取依存経済からの脱却、農

業振興、エネルギーのグリーン転換などを掲げ、多く

の国民の支持を獲得した。 

翌8日、財務省は、新政権が提案する社会的事業の

資 金 を 捻 出 す る た め の 税 制 改 革 案 を 提 出 し た。

Ocampo財務大臣は「税制優遇措置の過度の利用がセ

クター間に不公平を生み出している」と述べている。

財務省は146の税制優遇措置のうち、セクターあるい

は地方間の不公平を生み出すもの18％を撤廃すること

を提案した。その中には、国境地域のガソリン及び

ディーゼルの付加価値税（IVA）及び関税の免除が含

まれる。 

また、石油、石炭、金の「特別」輸出税を徴収する

ことも提案した。提出法案によると、基準価格を超え

る当該品の輸出に関して10％が課税される。法案文書

では「この税の実質税率は、価格のポジティブなサイ

クルと、それがもたらす特別利益の規模に比例する。

輸出額のうち、基準を超えた価格の分のみ課税するも

のである」と説明している。石油は48US$/bbl（バレ

ル）、石 炭 は87US$/t、金 は400US$/ozを 超 え る 場

合、この課税の対象となる。 

さらに、所得税算出時のロイヤルティ支払いによる

控除に制限を設けることなどその他の変更も提案し

た。財務省は「ロイヤルティは、天然資源の開発に関

連する費用ではなく、国家資産の使用に対する対価で

ある」と説明している。 

他方、企業活動に関する所得税率は変更しないこと

を強調した。 

本提案に基づく徴税額は、5.9bUS$/年となる。  

2022年8月15日付け地元メディアによると、豪OZ 

Minerals社は、WA州West Musgrave銅・ニッケルプ

ロジェクトにおいて、WA州政府から採掘認可を取得

した。同社は同プロジェクトにおいて、同政府から

2022年4月 に 環 境 認 可、同 年7月 に 温 室 効 果 ガ ス

（GHG）排出に関する認可（works approval）を取得

していた。今回採掘認可を取得したことによって、必

要な許認可を全て取得したことになる。現在は地元の

先住民団体Ngaanyatjarra Councilと、採掘に関する合

意の話し合いを進めている。同プロジェクトは、同社

が2020年12月に更新したPFSによると、マインライフ

が26年、平均生産量がCu 32千t/年、Ni 26千t/年とな

ると試算されている。また同社は、太陽光及び風力の

再生可能エネルギーは80％を占めるが、最終的には

100％を占めることを目標としている。  

コロンビア：Petro大統領が就任、基準価格

を超えた石油、金などの課税強化を提案 

8月8日～8月12日(現地) 
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8月8日 8月9日 8月10日 8月11日 8月12日

出来高 38,198 39,581 44,395 35,741 39,797

直物 21,725.00 21,355.00 21,330.00 23,110.00 23,225.00

先物 21,850.00 21,500.00 21,425.00 23,225.00 23,500.00

LMEニッケル
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豪：OZ Minerals社、銅・ニッケルプロ

ジェクトでWA州政府から採掘認可を取得 
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 18日 朝 入 電 の 海 外 相 場 は、

LME（ロンドン金属取引所）銅

相場で、直物の前場売値が、前営

業日の7,992.00ドルより37.00ドル安の7,955.00ドル。

直物の終値は、前営業日の7,975.00ドルより49.75ド

ル安の7,925.25ドル。3か月物の前場売値は、前営業

日の8,005.00ドルより43.00ドル安の7,962.00ドル。3

か月物の終値は、前営業日の7,979.00ドルより54.50

ドル安の7,924.50ドル。COMEX（ニューヨーク商品

取引所）銅相場の9月限は、前営業日の362.45セント

より4.10セント安の358.35セント。SHFE(上海期貨交

易所)銅相場の9月限は、前営業日の6万1,760元より

320元高の6万2,080元。 

18日の東京為替市場TTSレートは、前日の135.31円

より0.60円の円安ドル高、1ドル＝135.91円。18日に

入電した直近のLME銅相場直物前場売値は7,955.00ド

ル。こ の 値と18日 の 東 京 外 国為 替 市 場USド ルTTS

レートから計算した国内採算値は、前日より横ばいの

111万9,000円。 

この日、電気銅建値は111万円に据え置かれた。 

為替動向 

17日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで下

落。16時、前日と比べ0.0010ドルのユーロ安ドル高、

1ユーロ=1.0160ドル～1.0170ドルで推移した。エネ

ルギー価格の高騰と高インフレが続く欧州経済への懸

念は根強くユーロ売りドル買いが優勢だった。英ポン

ドも対ドルで下落。同じく0.0050ドルのポンド安ドル

高、1ポンド=1.2040ドル～1.2050ドルで推移した。 

17日のニューヨーク外国為替市場で円相場は続落し

た。前日と比べ0.85円の円安ドル高、1ドル=135.05円

～135.15円で取引を終えた。英国でCPIの上昇率が市

場予想を上回る伸びを見せるなど、世界的なインフレ

圧力の高まりが意識されるなか、米国の長期金利は

2.9％台に上昇。金利差が拡大するとの観測が円売り

ドル買いを誘った。 

18日早朝の東京外国為替市場で円相場は下落した。

8時30分、前日17時と比べ0.30円の円安ドル高、1ドル

=135.09円～135.10円で推移した。欧州では高インフ

レが続くとの見方から主要国の国債利回りが上昇。米

国の金利も上昇し。円相場の重荷になった。ただ、17

日公表された7月FOMCの議事要旨には「どこかの時

点で利上げペースを緩めることが適切になる」との記

載もあり、円の下値を支えた。 

円は対ユーロでも下落。同じく0.43円の円安ユーロ

高、1ユーロ=137.46円～137.49円で推移した。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 
（1トン程度･置場･現金･キロ当たり円） 

関東地区（8月前半） 

2S=215円～235円、63S=199円～250円、アルミホ

イール(1P)=111円～225円、ビス付サッシ=77円～

86円、エンジンコロ=100円～108円、込合金(機械鋳

物)=83円～91円、缶プレス(ソフト)=56円～66円。 

関西地区（8月前半） 

2S=197円 ～200円、63S=200円 ～235円、印 刷 版

=190円～193円、アルミホイール(1P)=176円～186

円、ベースメタル=144円～148円、機械鋳物=86円

～89円、ダライ粉=65円～68円、ビス付サッシ=83

円～98円、缶プレス=73円～78円。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(8月16日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が854～859、上銅新のうちタフピッチや

無酸素銅などは819～824、並銅は784～794、込銅

（高品位＝約97％）は774、セパは659～664。コー

ペルは要り用筋で600、それ以外は585ほど。黄銅

削粉も同様に要り用筋610、それ以外580～590どこ

ろの値頃。並青銅鋳物削粉は686～691どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が834～

854、上銅新くずが799～819、普通上銅が774～

794、2号銅線が766～786、並銅が764～784、込銅

(94-97％)が712、込銅(90-93％)が714、下銅が383

～433、セパが624～659、コーペルが540～585、黄

銅棒地が535～580、黄銅削粉が530～575、黄銅ラ

ジが495～503、交叉ラジが444～501、黄銅銅鋳物

が451～458、送りが267～286、上青銅鋳物が683～

703、並青銅鋳物が663～678、上青銅鋳物削粉が

678～698、並青銅鋳物削粉が653～673どころ。 

8月1日～8月12日(現地) 
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18日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取

引所）の銅相場で、直物の前場売値が、8月17日入電

の7,992.00ドルより37.00ドル安の7,955.00ドル。反落

し て1.14%安。こ の 週1.36%の 下 落。8月 に 入 っ て

1.98%の上伸。3か月物の前場売値は、8月17日入電の

8,005.00ドルより43.00ドル安の7,962.00ドル。反落し

て1.16%安。この週1.36%の下落。8月に入って2.18%

の上伸。 

LME公 認 倉 庫 の 銅 在 庫 は、現 地8月16日 の12万

9,475トンより600トン減の12万8,875トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、8

月限が、8月17日入電の363.65セントより3.85セント

安の359.80セント。反落して0.85%安。この週2.12%

の下落。8月に入って0.39%の上伸。中心限月に当たる

9月限は、8月17日入電の362.45セントより4.10セント

安の358.35セント。反落して0.94%安。この週2.32%

の下落。8月に入って0.28%の上伸。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、中心限月に当

たる9月限が、8月17日入電の6万1,760元より320元高

の6万2,080元。3営業日ぶりの反発で0.52%高。この

週1.02%の下落。8月に入って4.04%の上伸。10月限

は、8月17日 入 電 の6万1,430元 よ り320元 高 の6万

1,750元。3営 業 日 ぶ り の 反 発 で0.52%高。こ の 週

1.06%の下落。8月に入って3.96%の上伸。 

錫はまちまち 

LME錫相場の前場売値は、直物が、8月17日入電の

2万4,995.00ドルより45.00ドル安の2万4,950.00ドル。

反落して2.67%安。この週0.24%の下落。8月に入って

2.23%の上伸。3か月物の前場売値は、8月17日入電の

2万4,500.00ド ル よ り100.00ド ル 高 の2万4,600.00ド

ル。2営業日の続伸で0.41%高。この週0.85%の下落。

8月に入って1.23%の上伸。 

LME公認倉庫の錫在庫は現地8月16日の4,160トンよ

り15トン減の4,145トン。 

鉛は反落 

LME鉛相場の前場売値は、直物が、8月17日入電の

2,192.00ドルより51.00ドル安の2,141.00ドル。反落し

て1.56%安。この週1.61%の下落。8月に入って5.83%

の 上 伸。3か 月 物 の 前 場 売 値 は、8月17日 入 電 の

2,194.00ドルより40.00ドル安の2,154.00ドル。反落し

て0.46%安。この週0.69%の下落。8月に入って6.42%

の上伸。 

LME公認倉庫の鉛在庫は現地8月16日の3万9,050ト

ンよりトン減の3万9,050トン。 

亜鉛も反落 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、8月17日入電

の3,877.00ドルより241.50ドル安の3,635.50ドル。反

落して0.40%安。この週0.99%の下落。8月に入って

8.49%の上伸。3か月物の前場売値は、8月17日入電の

3,798.00ドルより242.00ドル安の3,556.00ドル。反落

し て0.68%安。こ の 週0.67%の 下 落。8月 に 入 っ て

9.01%の上伸。 

LME公認倉庫の亜鉛在庫は現地8月16日の7万5,175

トンより175トン減の7万5,000トン。 

アルミも反落 アルミ合金は横ばい 北米特殊も横ばい 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、8月17日入

電の2,442.00ドルより28.00ドル安の2,414.00ドル。反

落して1.03%安。この週2.21%の下落。8月に入って

1.55%の下落。3か月物の前場売値は、8月17日入電の

2,443.00ドルより30.00ドル安の2,413.00ドル。反落し

て1.17%安。この週2.15%の下落。8月に入って1.03%

の下落。 

LME公認倉庫のアルミ在庫は現地8月16日の27万

5,625トンより万1,250トン増の27万6,875トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、8月17

日入電より横ばいの1,760.00ドル。この週横ばい。8

月に入って横ばい。3か月物の前場売値は、8月17日入

電より横ばいの1,760.00ドル。この週横ばい。8月に

入って横ばい。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売

値は、8月17日入電より横ばいの2,365.00ドル。この

週1.25%の下落。8月に入って1.29%の下落。3か月物

の前場売値は、8月17日入電より横ばいの2,365.00ド

ル。この週1.25%の下落。8月に入って1.25%の下落。 

ニッケルは反落 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、8月17日

入 電 の2万2,500.00ド ル よ り465.00ド ル 安 の2万

2,035.00ド ル。反落し て0.85%安。この 週5.12%の下

落。8月に入って0.07%の下落。3か月物の前場売値

は、8月17日入電の2万2,535.00ドルより460.00ドル安

の2万2,075.00ドル。反落して0.80%安。この週6.06%

の下落。8月に入って0.23%の上伸。 

LME公認倉庫のニッケル在庫は現地8月16日の5万

6,346トンより312トン減の5万6,034トン。 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 7,955.00 24,950.00 2,141.00 3,635.50 2,414.00 1,760.00 2,365.00 22,035.00

前営業日比 ▲ 37.00 ▲ 45.00 ▲ 51.00 ▲ 241.50 ▲ 28.00 0.00 0.00 ▲ 465.00

公示価格 7,962.00 24,600.00 2,154.00 3,556.00 2,413.00 1,760.00 2,365.00 22,075.00

前営業日比 ▲ 43.00 100.00 ▲ 40.00 ▲ 242.00 ▲ 30.00 0.00 0.00 ▲ 460.00

LME公示価格(US$)／8月17日

直物

先物



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月１９日(金) (6) 昭和４4年11月創刊 

入電 ・ 現地 8月17日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2000.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 1974.5

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 7953.0 7955.0 7933.5  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 ▲ 37.0 ▲ 64.0 (カーブ) 金（オンス） 1767.20

先   物 7960.0 7962.0 7935.0 7924.5  アンチモン99.65％（トン) 13000 ― 14200

出来高 前日比 ▲ 43.0 ▲ 65.5 91,625 ビスマス99.9％(ポンド) 3.60 ― 3.80

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.60 ― 1.70

現   物 24900.0 24950.0 24641.0 インジウム99.99％(キロ) 230 ― 265

前日比 ▲ 45.0 ▲ 195.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 9.25 ― 10.50

先   物 24500.0 24600.0 24460.0 24660.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 10.45 ― 13.50

出来高 前日比 100.0 ▲ 195.0 2,403 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 35.00 ― 36.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 25.00 ― 26.00

現   物 2140.5 2141.0 2122.0 マグネシウム中国産99.9％(トン) 4050 ― 4500

前日比 ▲ 51.0 ▲ 44.5 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2152.0 2154.0 2126.5 2117.5 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 110 ― 118

出来高 前日比 ▲ 40.0 ▲ 43.0 23,027 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （17日） （18日）

現   物 3635.0 3635.5 3591.5 相   場 - -

前日比 ▲ 241.5 ▲ 193.0 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3555.0 3556.0 3520.0 3513.5 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 ▲ 242.0 ▲ 178.0 61,897  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.4657 4.4704

現   物 2413.5 2414.0 2423.0 採算円／キロ - -

前日比 ▲ 28.0 ▲ 3.5 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2412.0 2413.0 2424.5 2411.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 ▲ 30.0 ▲ 4.5 140,699 銅 128,875 ▲ 600

アルミ合金 　 錫 4,145 ▲ 15

現   物 1750.0 1760.0 1760.0 鉛 39,050 -

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 75,000 ▲ 175

先   物 1750.0 1760.0 1760.0 1760.0 アルミ 276,875 1,250

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 2,120 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 5,060 ▲ 60

現   物 2355.0 2365.0 2365.0 ニッケル 56,034 ▲ 312

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2355.0 2365.0 2365.0 2365.0 (8／12 現在） 銅 41,811 7,043

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 178,736 2,944

ニッケル 亜鉛 87,180 ▲ 1,716

現   物 22030.0 22035.0 22086.0 鉛 70,964 10,908

前日比 ▲ 465.0 ▲ 379.0 (カーブ) ニッケル 3,935 303

先   物 22050.0 22075.0 22170.0 21885.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 ▲ 460.0 ▲ 365.0 27,465 (8／18 ） 銅 7,955.5 - 7,958.5

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 24,490.0 - 24,680.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,110.5 - 2,113.0

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,495.5 - 3,500.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,414.5 - 2,417.5

8月限 359.80 1760.3 1971.1 918.0 2134.30 ニッケル - - -

9月限 358.35 1761.9 1973.1 917.4 2136.70 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

10月限 358.70 1766.5 1977.6 919.3 2141.20 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

11月限 358.90 - - - - 9月限 62080 18495 25605 15110 173960

12月限 359.00 1776.7 1984.5 - 2150.50 10月限 61750 18370 25245 15120 170250

前 日 比 ▲ 3.85 ▲ 12.9 ▲ 35.4 ▲ 11.9 ▲ 12.30 前 日 比 320 510 820 85 1590

出 来 高 74,796 141,896 58,774 14,218 1,682 出 来 高 100558 289676 260191 38914 85152

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 20.18

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 7955 24950 2141 3636 2414 22035 360 62080 18495 25605 15110

135.91 1121 3591 328 534 344 3195 1124 1253 373 517 305

+0.60 ▲ 1 9 ▲ 6 ▲ 30 ▲ 2 ▲ 49 ▲ 6 27 16 25 6

（8月18日

（▲ 15.0）

（▲ 42.0）

（▲ 7.65）

※18日のKLTMは取引がありません。

元・円＝



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月１９日(金) (7) 昭和４4年11月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1420  1370 亜鉛板0.3×3×7  620  620 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1470  1420 印刷用亜鉛板トッパン用  790  790 2Ｃ×1.6 55～57

銅大板2×1×2  1550  1570 給水管13ミリ  300  300 2Ｃ×2.0 98～101

銅管(ベース)  1520  1520 鉛板1.5ミリ  555  555 3Ｃ×1.6 102～105

水道用管(m当たり)13ミリ  1410  1410 鉛線3ミリ  450  450 3Ｃ×2.0 149～152

銅棒25ミリ  1330  1340 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1385  1385 アルミ箔0.007ミリ  1105  1065 1.6mm 31.1～33.1

銅線0.9ミリ  1410  1400 　〃　小板1ミリ  740  695 5.5sq 85.1～90.5

銅帯6×50  1340  1340 　〃　大板1ミリ  720  685 14sq 212～225

銅平角線  1610  1570 　〃　5052板  775  735 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1235  1215 　〃　6061板  1325  1285 600V  3Ｃ×38 1617～1719

　　〃　0.3ミリ  1265  1245 　〃　2017板  1230  1295 600V  3Ｃ×60 2490～2647

黄銅大板2×1×2  1385  1395 　〃　線3ミリ  725  685 600V  3Ｃ×100 4180～4443

黄銅管  1685  1685 　〃　快削棒50ミリ  940  900 6kV  3Ｃ×38 2610～2769

復水器用黄銅管  1665  1665 　〃　合金棒50ミリ(17S)  925  880 6kV  3Ｃ×60 3639～3861

黄銅棒快削25ミリ  1005  1020 　〃　合金棒50ミリ(56S)  880  840 CVV 　（関西関東）

六角棒  1035  1050 3Ｃ×2 127130

四角棒  1065  1080 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 171175

鍛造用  1045  1060 白金(グラム) 6Ｃ×2 242248

ネーバル  1145  1160 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 276283

高力  1145  1160 金(グラム) 合金鉄 6月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1410  1395 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  276 

黄銅平角線ロール仕上  1610  1605 　　　〃　　　その他  373.3 

黄銅条1.5×100  1230  1230 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  313 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2470  2660 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  282.2 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2720  2920 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  4030 

リン青銅棒25ミリ  2630  2840 タンタル フェロバナジウム  4593 

リン青銅線3ミリ  2930  3140 マグネシウム フェロニッケル33％未満  851.5 

洋白板一般用1.0ミリ  3480  3630 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3650  3810 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1210 

2種　 2種　  1530 

3種　 3種　  1615 

4種　 6種　  1295 

5種　 7種　  1425 

7種　 YBSC　3種　  1085 

8種　 LBC　3種　  1560 

9種　 PBC　2種　  1635 

 10887 

（8月18日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 4505 

◆ 10439 

◆ 8483 

◆ 98340 

6月通関（CIF）

 502 

 4055 

 59923 

 627 

 4590 

 4465 

 4335 

 3810 

 3635 

 1330 

 1170 

 1000 

 28162 

8月16日改定 8月1日発表



日刊金属 令和４年(２０２２年) ８月１９日(金) (8) 昭和４4年11月創刊 

山元建値　 電気銅 1110(16) 金 7,686(18)

（）実施日　 電気鉛 345(8) 銀 87,620(18)

電気亜鉛 562(17) 錫(99.99％) 4,800(1)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 41,000 ～ 43,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1001  1003 電 気 銅  1085  1080  1087  1082 

2 号 銅 線  959 　 　― 電 気 亜 鉛  534  528  534  528 

上 銅 ( 新 切 )  972  968 蒸 留 亜 鉛  522  516  522  516 

雑 ナ ゲ ッ ト  832  830 再生ダイカスト亜鉛2種  450  444  450  444 

並 銅  914  897 再 生 亜 鉛 (98%)  402  396  402  396 

下 銅  895  870 電 気 鉛  317  314  317  314 

銅 削 粉  889  873 再 生 鉛 1 号  300  290  300  295 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  305  301  305  301 

新 切 黄 銅 セ パ  782  778 錫 1 号  3500  3450  3500  3450 

コ ー ペ ル  749  736 ア ン チ モ ン  1950  1900  1950  1900 

黄 銅 棒 地  733  724 ニッケル (メッキ用 )  3150  3100  3150  3100 

黄 銅 削 粉  727  720 コ バ ル ト  8200  7900  8200  7900 

並 黄 銅  619  627 セ レ ニ ウ ム  2900  2700  2900  2700 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  553  537 ビ ス マ ス  1350  1250  1350  1250 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  567  582 カ ド ミ ウ ム  600  550  600  550 

黄 銅 鋳 物  621 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  500  480  500  480 

山 送 り (55%)  355 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◎ 372 ◎ 368 ◎ 374 ◎ 370 

上 青 銅 鋳 物  771 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  305  300  305  300 

並 青 銅 鋳 物  769  756 〃 90 ％  273  268  273  268 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  764 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  417  412  420  415 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  754  744 鋳 物 用 C2BS  442  437  444  439 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  995 青 銅 合 金 地 金 3 種  1545  1535  1600  1590 

〃 ( 鋳 物 )  885 　 　― 〃 6種  1245  1235  1290  1280 

リ ン 青 銅 削 粉  803  791 ハ ン ダ 錫 60 ％  3030  2990  3050  3020 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  815  798 〃 50 ％  2620  2570  2640  2610 

新 切 亜 鉛  273  273 〃 40 ％  2270  2210  2225  2195 

ダ イ カ ス ト く ず  238  238 減 摩 合 金 2 種  4430  4400  4435  4405 

亜 鉛 ド ロ ス  216  227 〃 4 種  3775  3750  3780  3750 

上 鉛  147  145 〃 7 種  1310  1260  1310  1260 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  27  27 ス テ ン レ ス ・ 特 金  75  75 

活 字 鉛  132  129  60  60 

新 切 ア ル ミ 1 級  237  239  260  260 

新 切 サ ッ シ 1 級  237  237  465  465 

新 切 合 金 1 級  222  217  17  24 

機 械 鋳 物 1 級  150  155  220  220 

ビ ス 付 サ ッ シ P  173  170 

合 金 削 粉 P  95  100 

込 ガ ラ P  90  92 

カ ン ・ バ ラ  160  161 

◎上げ　◆下げ (8月18日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種


